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栃尾市への義援金・支援物資

ありがとうございました②

山形県知事選挙③

町職員給与のあらまし④

雪中サッカー参加チーム募集⑥

白鷹町営スキー場のご案内⑦

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumu@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務課

映画「バーバー吉野」上映会とおすぎのシネマトークショー
12月３日と４日、パワーセンター白鷹で映画「バーバー吉野」上映会と映画評論家おすぎさんのトークショーが開催されました。
おすぎさんが来町するのは今回で５回目。４日は大半が中・高校生だったため、自分の体験・エピソードなどを交えながら、目
標を持って生活することの大切さ、そしてその目標を実現するには相当の努力が必要であるということをお話しいただきました。
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選
挙
�
日
程

■
告
示
日

　

平
成
17
年
１
月
６
日（
木
）

■
投
票
日

　

平
成
17
年
１
月
23
日（
日
）

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
で
す
。（
黒
鴨
、
大
瀬
、

針
生
投
票
区
は
午
前
７
時
か
ら
午

後
７
時
ま
で
）

投
票
�
�
�
�
�
�

　

平
成
16
年
10
月
５
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
白
鷹
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、

昭
和
60
年
１
月
24
日
以
前
に
生
ま

れ
た
か
た
が
投
票
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
16
年
９
月
23
日
以

降
に
白
鷹
町
か
ら
転
出
さ
れ
た
か

た
で
、
引
き
続
き
山
形
県
内
に
住

所
を
有
し
て
い
れ
ば
白
鷹
町
で
投

票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
か
た

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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票
�
�
�
�
�
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注
意

事
項

入
場
券
に
つ
い
て

　

入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
も
し
入
場
券
を
紛
失

し
た
場
合
で
も
投
票
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
投

票
所
の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
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券
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平
成
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12
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現
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居
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発
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さ
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。
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合
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け

な
い
場
合
で
も
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し
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投
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で
棄
権
し
な
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で
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だ

さ
い
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日
前
投
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の
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日
時

■
場
所　

白
鷹
町
中
央
公
民
館

１
階　

文
化
実
習
室

■
日
時　

告
示
日
の
翌
日
（
１
／
７
）
か
ら

投
票
日
の
前
日
（
１
／
22
）
ま
で

（
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
ま
で
）

他
の
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る

か
た
は

　

業
務
に
従
事
す
る
た
め
他
の
市

町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
郵
便
で
投
票
用
紙
を

請
求
し
て
か
ら
投
票
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
た
め
郵
便
の
往
復

に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
白
鷹
町
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
で
請
求
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

病
院
な
ど
に
入
院
さ
れ
て
い
る
か

た
は

　

白
鷹
町
立
病
院
や
白
光
園
な
ど

の
施
設
に
入
院（
入
所
）中
の
か
た

は
、
そ
の
場
所（
施
設
内
）で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
の
職
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
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�
�
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る
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在
者
投
票
制
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と
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両
下
肢
等
の
障
害
で
１
級
若
し

く
は
２
級
の
か
た
、
内
臓
機
能
の

障
害
で
１
級
若
し
く
は
３
級
の
か

た
、
戦
傷
病
者
の
か
た
、
ま
た
は

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
要

介
護
５
の
か
た
（
い
ず
れ
も
自
書

す
る
こ
と
が
可
能
な
か
た
）
を
対

象
と
し
、
投
票
所
へ
行
か
な
く
て

も
自
宅
で
投
票
で
き
る
制
度
の
こ

と
で
す
。

　

な
お
、自
宅
で「
郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
」
す
る
た
め
に
は
選

挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す
る
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
か
た

は
お
早
め
に
申
請
の
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

代
理
記
載
制
度
と
は

　

身
体
障
害
者
の
か
た
で
上
肢
ま

た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級

の
か
た
、
戦
傷
病
者
の
か
た
で
上

肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が

特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
の

か
た
は
代
理
記
載
の
方
法
に
よ
り

自
宅
で
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
「
郵

便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
申
請
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
総
務
課
内
・
☎
85

－

６
１
２
０
）

�
月
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日
�

山
形
県
知
事
選
挙
�
投
票
日
�
�
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●人件費の状況（平成15年度一般会計決算）

住民基本台帳人口

（16.3.31現在）
歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）

人件比率

（Ｂ／Ａ）

17,026人 82億5,946万円 3億5,763万円 15億5,824万円 18.9％

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を含みます。

●職員給与費の状況（平成16年度一般会計当初予算）

職員数

（Ａ）

給　　　　与　　　　費 １人当り給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

174人
万円　  

７億0,335　

万円　

1億0,304　

万円　

2億7,794　

万円　

10億8,433　
623万円

（注）職員手当には、退職手当を含みません。

●職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 (平成16年４月１日現在 )

区　　　分
白　　鷹　　町 山　　形　　県 国

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 325,200円 42歳３月 363,792円 42歳３月 327,555円 40歳２月

技能労務職 315,600円 43歳10月 － － 272,843円 47歳９月

●職員の初任給の状況（平成16年４月１日現在）

区　　　分 白鷹町 山形県 国

一般行政職
大学卒 170,700円 170,700円

Ⅰ種184,400円

Ⅱ種170,700円

高校卒 138,800円 138,800円 138,800円

技能労務職 高校卒 137,500円 134,400円 136,000円

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成16年４月１日現在）

区　　　　分
経験年数

10～15年 15～20年 20～25年

一般行政職
大学卒 285,700円 303,700円 350,600円

高校卒 227,700円 281,100円 323,600円

技能労務職 高校卒 221,300円 265,500円 316,600円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務して  

　　いる場合は、採用後の年数をいいます。

●一般行政職の級別職員数の状況（平成16年４月１日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級

計標準的な

職務内容
主事補 主　事 主　事

係　長

主　任

課長補佐

係　　長

課長補佐

係　　長

課　　長

課長補佐
課　長

職員数 1人 12人 21人 25人 18人 25人 12人 2人 116人

構成比 0.8％ 10.3％ 18.2％ 21.6％ 15.5％ 21.6％ 10.3％ 1.7％ 100.0％

（注）１．一般行政職には、企業職員、税務関係職員、福祉職相当職（保育園に勤務する保育士）などは含みません。

　　２．級区分は、町の給与条例によるものです。

　　３．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

●期末手当・勤勉手当の状況（平成16年12月１日現在）

区　　分 ６月期 12月期 計

期末手当
（管理職以外）

1.24月分 1.42月分 2.66月分

期末手当
（管理職）

1.20月分 1.36月分 2.56月分

勤勉手当 0.70月分 0.70月分 1.40月分

制度上の段階、職務の級による加算措置　有

（注）管理職については0.44月分、管理職以外については　
　　0.34月分を国の制度から町独自に削減しています。

●退職手当の状況（平成16年12月1日現在）

区　　　分 自己都合 定年・勧奨

支

給

率

勤続20年 21.000月分 27.300 月分

勤続25年 33.75 月分 42.12  月分

勤続35年 47.50 月分 59.28　月分

最高限度額 59.28 月分 59.28　月分

その他の

加算措置

定年前早期勧奨退職者

（2％から20％加算）

�

町
職
員
�
給
与
等
�
実
態
�
�
�
�
�
皆
�
�
�
理
解
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
紹
介
�
�
�
�
町
職
員
�
給
与

�
�
国
�
制
度
�
準
�
�
�
�
�
議
会
�
審
査
�
経
�
条
例
�
定

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
主
�
一
般
会
計
�
状

況
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
一
般
会
計
�
�
�
�
�
�
特
別
会
計
�
�
�
水
道
事
業
�
農
業

集
落
排
水
事
業
�
下
水
道
事
業
�
訪
問
看
護
事
業
�
介
護
保
険
事

業
�
病
院
事
業
�
�
�
�
�
�

町職員給与のあらまし
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●特殊勤務手当の状況（平成15年度決算）

手当支給職員の割合 28.3％

支給対象職員１人当

たりの平均支給年額
29,479円

手当の種類(手当数) ３

手当の内容

１．保育業務に従事する園長及び保育士に

　対する手当

２．税務事務に従事する職員に対する手当

３．特殊自動車の運転業務に従事する職員

　に対する手当

（注）一般会計にかかる職員に支給された特殊勤務手当の内訳です。

●時間外勤務手当の状況(一般会計決算 )

区　　分 支給総額 職員1人当たり支給年額

平成15年度 5,613万円 31万円

平成14年度 6,368万円 35万円

（注）15年度には選挙執行に要した1,754万円を含みます。

●特別職の報酬などの状況

　（平成16年12月１日現在）

区　分 給料・報酬月額

給

料

町　長 712,800円

助　役 579,600円

教育長 532,000円

報

酬

議　長 310,000円

副議長 250,000円

議　員 235,000円

期

末

手

当

町　長

６月期 1.7月分

12月期 1.6月分

　計　 3.3月分

助　役

教育長

議　長

副議長

議　員

（注）町長、助役、教育長は、それぞ
　　れ12％、８％、５％町独自削
　　減後の金額です。

●扶養手当・住居手当・通勤手当の状況（平成16年12月１日現在）

区　　分 白　鷹　町 山　形　県 国

扶養手当

配偶者13,500円、一般の扶養親族のうち２人まで6,000円(扶養親族でない配偶者がある場合、うち１人

のみ6,500円、配偶者がない場合うち１人のみ11,000円）、その他１人につき5,000円

扶養親族たる子のうち満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子につき5,000円加算

住居手当

借 家　限度額    27,000円

持 家　　　　　   3,000円

借 家　限度額　  27,000円

持 家　　　　  　 3,000円

借 家　限度額　  27,000円

持 家　　 　　  　1,000円

(新築から5年まで2,500円）

通勤手当
交通機関利用　限度額  50,000円

交通用具使用　 2,500～19,500円

交通機関利用　限度額  53,000円

交通用具使用　限度額  53,000円

交通機関利用　限度額  50,000円

交通用具使用　限度額  20,900円

●部門別職員数の状況（平成16年４月１日現在）

　　　　　区　分　
　部　門

職員数(人) 対前年増減数(人)
平成16年度職員数の主な増減理由

14年度 15年度 16年度 14年度 15年度 16年度

一般行政

議　会 2 2 2

総　務 33 35 35 2

税　務 16 15 15 2 △1

労　働 1 1 1

農林水産 16 15 14 △1 △1 兼務による減

商　工 5 6 5 1 △1 兼務による減

土　木 11 11 10 △2 △1 事務統廃合による減

民　生 53 51 50 △2 △1 子育て支援センター移管等による減

衛　生 13 10 9 △3 △1 事務統廃合による減

小　計 150 146 141 0 △4 △5

特別行政 教　育 33 32 32 △1 △1

公　営

企業等

病　院 62 62 62 △1

水　道 6 7 6 △1 1 △1 業務統廃合による減

下水道 5 4 4 △1

その他 8 11 10 3 △1 兼務による減

小　計 81 84 82 △2 1 △2

合　　　　計 264 262 255 △3 △2 △7
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●チーム編成
　１チーム、スターティングメンバー６人編成とし、補欠や交代要員を含め10人までのチーム構成とします。

●参加資格
　小学４年生以上６年生まで。男女不問。

※代表として引率者（成人）１人以上を出して登録してください。

※参加申込書に年齢を記入していないチームは無効とします。

●試合方式
　予選リーグを行い、各リーグ１位のチームで決勝トーナメントを行います。

　予選リーグ：１試合10分間とし、前半後半やロスタイム・延長は設定しません。

　決勝トーナメント：１試合10分間とし、勝ち抜きにより優勝チームを決定します。

※準決勝敗退チーム同士による３位決定戦を行います。

●競技者の用具
　服装：動きやすく寒くない服装。

　靴：ゴム長靴のみ。靴底に金属製滑り止めが付いているのは使用禁止。

　　　（ゴム長靴はひもなどで縛ったり、固定してはいけません。）

●募集チーム数　16チーム
●参加方法
　所定の参加申込書に必要事項を書いて、郵送かＦＡＸにて大会事務局に申し込みください。先着順にて

　受付します。（なお、電話での申し込みは受け付けておりません）

●募集期間　12月15日（水）～１月14日（金）午後５時
●参加費　１人1000円（保険、昼食、ジュース代込）
●表彰及び賞品について
　優勝・準優勝・３位のチームを表彰します。

雪中サッカー子供大会
参加チーム募集

2005年2月6日（日）
東陽の里

グラウンド

大会事務局
〒992-0831　白鷹町荒砥甲784番地
白鷹町商工会館内　雪中サッカー実行委員会事務局
☎85－0055 ／ Fax85－0056
E メール：sira-sei@pow1.shirataka.or.jp
ホームページ：http://www1.shirataka.or.jp/sira-sei
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白
鷹
町
営
�
�
�
場
�
�
案
内

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、
小
学
６

年
生
ま
で
リ
フ
ト
が
無
料
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ー
技
術
の
向
上
と
誘
客
の
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
乗
り
場
で

「
ス
キ
ー
子
ど
も
の
日
無
料
パ
ス
」

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
付

け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
利
用
券
�
�
�
�

●
シ
ー
ズ
ン
券
を
お
求
め
の
か
た

は
、
下
記
の
料
金
と
本
人
の
顔
写

真（
縦
２
・
５
㌢
×
横
２
㌢
）
を
持

参
し
て
、
中
央
公
民
館
内
・
教
育

委
員
会
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。（
受

付
時
間
…
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
月
曜
日
午
後
７
時
、
月
曜

日
が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
午
後

７
時
）、な
お
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
12
月
29
日（
水
）〜
１
月
３
日

（
月
）は
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
乗
り
場

で
仮
シ
ー
ズ
ン
券
（
１
月
４
日
以

降
は
本
シ
ー
ズ
ン
券
と
の
交
換
が

必
要
で
す
の
で
教
育
委
員
会
に
お

い
で
く
だ
さ
い
）
を
発
行
し
ま
す
。

●
学
校
の
授
業
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
動
に
、
シ
ー
ズ
ン
券
は
使

え
ま
せ
ん
。

●
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ほ
か
の
人
に

貸
し
た
り
譲
っ
た
り
で
き
ま
せ
ん
。

●
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ナ
イ
タ
ー
で

も
使
用
で
き
ま
す
。

●
団
体
割
引
を
利
用
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
の
許
可

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
場
�
利
用
�
�
�
�

●
ゲ
レ
ン
デ
や
駐
車
場
で
は
、
事

故
防
止
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
員
や

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

け
が
や
事
故
の
と
き
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
員
や
係
員
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

●
道
路
は
ス
キ
ー
で
滑
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
ポ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き
は
、

毎月第３日曜日は、　
小学生までリフトが
無料になります。　

問い合わせ

教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

白鷹スキーセンター（☎87－2456）

白鷹町営スキー場リフト管理棟（☎87－2215）

区　　　分 料　金

１回券 150円

回数券
大人（11回券） 1,500円

小人（11回券） 1,000円

１日券
大　人 2,200円

小　人 1,500円

ナイター券
大　人 1,200円

小　人 800円

シーズン券

小学生以下 10,000円

中学生 13,000円

高校生・大人 20,000円

注）小人は、小学生以下です。
　　１回券、回数券及び１日券はナイターで使用で
　　きません。
　　シーズン券はナイター使用を含みます。
　　リフトに乗車するすべてのお客様よりリフト料
　　金をいただきます。
　　（幼児・高齢者についても同様です）

リフト料金

この冬も白鷹町営スキー場が
おもしろい！

営　業　時　間

12月20日（月）～３月21日（月）

・午前９時～午後４時30分（土・日・祝日　午後５時）

・午後５時30分（土・日・祝日　午後５時）～午後９時（ナイター）

（期間及び営業時間は、積雪状況により変わることがあります。

　土・日・祝日の日中→ナイターの切り替え時に10～15分程度

　リフトを停止しますので、ご了承ください。）

リ
フ
ト
管
理
人
の

指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
ナ
イ
タ
ー
ス
キ

ー
を
児
童
や
生
徒

が
利
用
す
る
と
き

は
、
保
護
者
ま
た

は
そ
れ
に
代
わ
る

人
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

●
ナ
イ
タ
ー
ス
キ

ー
で
は
、
原
則
と

し
て
ポ
ー
ル
や
コ

ー
ス
設
定
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
ご
み
は
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。
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　11月30日、パワーセンター白鷹において
白鷹学講座「甲斐良治講演会」が開催され
ました。甲斐さんは、（社）農山漁村文化協
会　増刊現代農業編集長であり、農山村の
地域づくりのあり方など追求しておられま
す。今回は「なつかしい未来へ～地域とし
て生きる～」をテーマに、写真による事例
紹介などを交えながら、「地元学」をキーワ
ードに地域づくりについてご講演いただき
ました。

白
鷹
学
講
座
�
�
�
�

甲
斐
良
治
講
演
会

　11月７日、ハーモニープラザにおいてハ
ーモニーコンサートが開催されました。８
回目となった今回は、山形交響楽団を迎え
てのコンサートでした。バッハ、モーツァ
ルトの曲のほか、「雪やこんこん」や「雪の
降る町を」などの聞き慣れた曲が演奏され、
詰めかけた観客からは大きな拍手が送られ
ていました。

芸
術
�
秋
�
満
喫

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　12月５日、健康福祉センターを会場に健
康まつりが開催されました。歯ピカ隊によ
るブラッシング指導や体力チェックコーナ
ー、「しらたか食の暦」展示試食などさまざ
まな展示や体験コーナーがありました。ま
た、落語家の立川笑志さんをお迎えして「元
気ニコニコ落語独演会」が開かれ、大勢の
観客が詰めかけた会場からは大きな笑い声
が聞こえていました。

�
�
�
�
�
�
�
健
康
�
町

平
成
16
年
度
健
康
�
�
�

　このたび、民俗学研究家である奥村幸雄
さん（荒砥）が第50回斎藤茂吉文化賞を受賞
されました。斎藤茂吉文化賞は、山形県の
芸術、学術分野で顕著な功績を残した個人
・団体に贈られるもので、今回は３個人に
贈られました。
　奥村さんは、県内はもとより、全国的な
視野で民俗学の研究に専念されています。
また、俳諧の研究者としても著名で、現在
は置賜民俗学会副会長を務められています。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

奥
村
幸
雄
�
�
�
斎
藤
茂
吉
文
化
賞
受
賞

　

こ
の
た
び
は
、
多
く
の
皆
様
よ

り
日
本
赤
十
字
社
へ
新
潟
県
中
越

地
震
災
害
義
援
金
を
ご
寄
託
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

被
災
地
へ
送
金
し
、
被
災
さ
れ
た

か
た
が
た
の
支
援
に
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
寄
託
さ

れ
た
団
体
・
個
人
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
平
成
16
年
12
月
２
日
現
在　

敬
称
略
）

小
口　

久
枝　

小
林　

正
義

橋
本
扶
微
子

樋
口　

太
一

白
鷹
町
婦
人
会

白
鷹
陽
光
学
園

白
鷹
町
こ
ぶ
し
会
赤
十
字
奉
仕
団

白
鷹
町
ほ
お
ず
き
会
赤
十
字
奉
仕
団

芳
賀　

き
ち

（
株
）ニ
ク
ニ
山
形
工
場
有
志
一
同

（
株
）ニ
ク
ニ
山
形
工
場

（
株
）ア
サ
ヒ
ニ
ク
ニ

　

な
お
、
日
本
赤
十
字
社
で
は
12

月
30
日
ま
で
新
潟
県
中
越
地
震
災

害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

長
期
化
す
る
避
難
生
活
を
支
援
す

る
た
め
に
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援

金
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
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蚕
桑
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
多
年

に
わ
た
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て

地
域
社
会
及
び
教
育
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
に
よ

り
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

蚕
桑
小
�
�
�
�
日
本
�
�

�
全
国
協
議
会
長
表
彰
受
賞

　

こ
の
賞
は
、
地
産
地
消
に
関
し

て
先
進
的
、
模
範
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
団
体
を
表
彰
し
、

県
内
の
地
産
地
消
の
推
進
を
図
る

も
の
で
す
。

　

い
き
い
き
深
山
郷
「
の
ど
か
村
」

は
、
地
域
農
産
物
と
活
用
し
た
郷

土
料
理
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

農
産
物
の
直
売
や
地
場
産
大
豆
で

味
噌
を
製
造
す
る
ほ
か
、
稲
刈
り

体
験
な
ど
の
消
費
者
交
流
を
通
じ

て
地
域
づ
く
り
に
も
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ

の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
深
山
郷
�
�
�
�

村
�
�
�
�
�
�
山
形
地
産

地
消
実
践
賞
受
賞

山
形
県

統
計
�
�
�
�
�
�
�
�

主
催
／
山
形
県
統
計
協
会

佳
作
�
仲
よ
く
な
ろ
う
こ
ん
虫
と
�

佐
藤　

大
和
（
鷹
山
小
３
年
）

紺
野　

好
香
（
同
５
年
）

紺
野　
　

凌
（
同
６
年
）

置
賜
地
区

統
計
�
�
�
�
�
�
�
�

主
催
／
置
賜
地
区
統
計
調
査
員
連
合
会

入
選
�
仲
よ
く
な
ろ
う
こ
ん
虫
と
�

佐
藤　

大
和
（
鷹
山
小
３
年
）

紺
野　

好
香
（
同
５
年
）

紺
野　
　

凌
（
同
６
年
）

佳
作
�
休
み
の
日
な
に
し
て
る
？
�

竹
田
衣
武
希
（
鷹
山
小
５
年
）

鈴
木　

大
樹
（
同
６
年
）

山
形
県
統
計
協
会
長
表
彰

　

統
計
調
査
員
と
し
て
各
種
統
計

調
査
に
永
年
従
事
さ
れ
、
功
績
が

顕
著
な
か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

山
形
県
統
計
協
会
長
感
謝
状

退
職
者　

海
老
名
忠
英
（
滝
野
）

　
　
　
　

小
形　

重
吉
（
畔
藤
）

第
46
回
西
置
賜
地
区
縦
断
駅

伝
競
走
大
会

白
鷹
町
�
�
�

大
会
�
連
覇
達
成

11
月
７
日
（
日
）

大
会
総
合
成
績

１
位　

白
鷹
町
Ａ　４

時
間
00
分
17
秒

２
位　

長
井
市　

４
時
間
00
分
18
秒

３
位　

小
国
町　

４
時
間
19
分
55
秒

４
位　

飯
豊
町　

４
時
間
22
分
25
秒

５
位　

白
鷹
町
Ｂ　４

時
間
33
分
20
秒

区
間
賞

２
区　

信
夫
香
織（
西
中
）区

間
新

３
区　

紺
野　

凌（
鷹
山
小
）区間

新

６
区　

伊
藤
利
史（
荒
砥
乙
）

区
間
タ
イ

７
区　

竹
田
則
幸（
荒
砥
甲
）

８
区　

樋
口
翔
一
郎（
米
沢
工
高
）

10
区　

鈴
木
大
地（
長
井
高
）

12
区　

鈴
木
亮
太（
東
海
大
山
形
高
）

区
間
新

　

紺
野
さ
ん
は
、
元
東
部
２
町
内

納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
、
永
年

に
わ
た
り
納
税
意
識
の
高
揚
に
尽

力
さ
れ
、
納
税
行
政
の
適
正
な
運

営
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

紺
野
幸
一
�
�
�
畔
藤
�
�
西

置
賜
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
長
表
彰
受
賞

　

長
谷
川
さ
ん
は
、
社
団
法
人
長

井
法
人
会
副
会
長
と
し
て
、
永
年

に
わ
た
り
申
告
納
税
制
度
の
普
及

発
展
に
努
め
ら
れ
、
納
税
意
識
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

長
谷
川
俊
夫
�
�
�
畔
藤
�
�

長
井
税
務
署
長
表
彰
受
賞

県
女
子
駅
伝�

白
鷹
出
身
選
手
健
闘
�

　

第
21
回
県
女
子
駅
伝
競
走
大
会

が
11
月
21
日
（
日
）、
上
山
市
本

庄
地
区
公
民
館
か
ら
山
新
放
送
会

館
ま
で
５
区
間
20
・
６
㌔
の
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
、
長
井
・
西
置
賜

チ
ー
ム
は
総
合
成
績
第
４
位
（
昨

年
第
５
位
）
と
見
事
入
賞
し
ま
し

た
。

　

白
鷹
町
か
ら
は
、
高
橋
恵
選
手

（
第
１
区
・
九
里
学
園
高
３
年
）、

信
夫
香
織
選
手
（
第
３
区
・
西
中

２
年
）、
鈴
木
麻
由
美
選
手（
第
４

区
・
東
中
２
年
）
が
出
場
し
、
チ

ー
ム
４
位
入
賞
の
原
動
力
と
な
り

ま
し
た
。
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元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

楽しみや生きがいのある暮らし！今月のテーマ

　楽しみや生きがいをもって暮らすには、地域の人や仲間と交流したり、趣味を楽しんだりして暮らすことが大切
です。それは例えば、障害があったり車いすを利用することになっても、地域の子供と遊んだり、家族と一緒に外
出を楽しんだりしている暮らしです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ15年　　　  Ｈ22年（目標値）
たとえ障害があっても温泉や　　　    40.4％　  →　50.0％
買い物に出かけたいと思う　　　 　

こんなふうに変えていこう

素敵に年をかさねる高齢期の健康づくり

祝 発会記念特別版

元気ニコニコ推進会議 誕生！

11
月
１
日

「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議
」
が
発
会
し

ま
し
た
。
町
民
の
健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し

を
目
指
し
て
策
定
さ
れ
た
、
白
鷹
町
健
康

増
進
計
画
「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
し
ら
た
か
21
」

を
効
果
的
に
実
現
さ
せ
よ
う
と
町
民
と
行

政
が
協
働
で
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
発

会
し
た
会
議
で
す
。
発
会
式
に
は
、
町
内

外
の
会
員
ら
、約
30
人
が
出
席
し
、事
業
計

画
や
役
員
等
を
決
め
ま
し
た
。
現
段
階
で

は
、
月
数
回
の
定
例
会
と
町
報
や
ポ
ス
タ

ー
に
よ
る
広
報
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議
」
で
は
、

随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
定
例
会

は
昼
の
部
と
夜
の
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、

「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
の
町
づ
く
り
」
を
提
案

し
、
と
も
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
か
た
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 
元気ニコニコ
白鷹さん一家

●１日１回は大きな声で笑いましょう
●地域の集まりや老人クラブには

積極的に参加しましょう
●家族や、地域の子どもたちと一緒に

楽しい趣味や交流を持ちましょう

できることからはじめませんか？

江口正一さん（鮎貝）にインタビュー！
質問①　病気になっても地域に出てがんばろうと思った動機は
　　　　なんですか？
江口さん　病気になって退院して間もなく、当時保健所主催の
　　　　　「脳卒中リハビリスクール」に参加してみるよう保

　　　　　健師から勧められました。リハビリスクール参加中

　　　　　はもちろん、終わってからも白鷹町で集まりたいと

　　　　　盛り上がりきずな会設立にもつながったのです。病

　　　　　気になってから閉じこもらないで済んだのは、家族

　　　　　や周りの人たちからの励ましの言葉や声がけが自分

　　　　　の背中を押してくれたからと感謝しています。

質問②　元気ニコニコ推進会議に参加して、いかがですか？
江口さん　わたしは病気になったけれども、健康に暮らすため
　　　　　には心も元気でなければならないと実感しています。

　　　　　会への参加（活動）は、心のリハビリ、閉じこもり

　　　　　予防に大変良いと思っています。きずな会（脳卒中後遺症者の会）役員会に
参加している江口さん



　　 広報しらたか　2004.12.10●11

　

寒
く
な
る
と
、
暖
房
な
ど
に
石

油
な
ど
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
給
油
中
に
そ

の
場
か
ら
離
れ
て
し
ま
い
、
灯
油

な
ど
が
流
れ
出
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
毎
年
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

油
は
い
っ
た
ん
流
れ
て
し
ま
う

と
、
水
や
土
に
す
ぐ
に
広
が
っ
て

環
境
を
汚
染
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
川
な
ど
に

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
張
り
吸
着
マ

ッ
ト
で
吸
い
取
る
、
新
し
い
土
に

入
れ
替
え
る
な
ど
、
大
掛
か
り
な

対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
給
油

を
す
る
場
合
は
、
そ
の
場
か
ら
離

れ
ず
最
後
ま
で
し
っ
か
り
と
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

油
が
流
れ
た
（
発
見
し
た
）
場

合
は
、
た
だ
ち
に
役
場
、
消
防
署

な
ど
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
主
な
発
生
原
因
〕

�
給
油
時
�
不
注
意
�
�
�
流
出

環
境
�
�
�
�

油
流
出
事
故
�
�
注
意
�
�

�
給
油
中
�
�
�
場
�
離
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
元
栓
�
�
�

�

忘
�

�
落
雪
�
�
�
配
管
�
破
損

�
除
雪
作
業
�
�
�
配
管
�
破
損

〔
防
止
策
〕

�
給
油
時
�
�
�
場
�
離
�
�
�

�
落
雪
�
�
�
配
管
破
損
�
防
止

対
策
�
行
�
�
�
�
�
定
期
点
検

�
努
�
�

�
除
雪
作
業
�
�
�
配
管
�
破
損

�
注
意
�
�

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し
・
環
境
推
進
係

�
☎
85

－

６
１
３
１
�

＊
冬
期
間
に
な
る
と
�
ご
み
集
積

所
の
扉
が
除
雪
で
開
け
ら
れ
ず
収

集
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
�

除
雪
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
�

ー『
想
い
出
写
真
館
』か
ら
ー

　

白
鷹
町
誕
生
50
周
年
を
記
念
し

て
発
行
さ
れ
た
写
真
集
『
想
い
出

写
真
館
』
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
完
売
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
か
ら
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

購
入
さ
れ
な
か
っ
た
か
た
の
た

め
に
、
特
に
注
目
さ
れ
た
写
真
を

ご
紹
介
し
ま
す

（
教
育
委
員
会
文
化
振
興
係
）

荒砥町町議会議員。
２列目左から３人目が斎藤きぬ議員、その隣が長岡静子議員。

昭和22年（1947）撮影
写真提供　三浦文吉氏（荒砥）

荒
砥
町
に
女
性
議
員
誕
生
す

荒
川
幸
一
（
十
王
）

�

昭
和
二
十
二
年
四
月
三
十
日
�
戦
後

�
新
�
�
法
�
�
�
市
町
村
議
員
�
選

挙
�
際
�
�
荒
砥
町
�
女
性
�
町
議
会

議
員
二
名
�
誕
生
�
見
�
�
両
名
共
�

一
家
�
主
婦
�
�
�
�
�
�
日
�
�
�

識
見
�
�
�
�
�
�
当
選
�
�
�
�
�

周
辺
�
�
米
沢
市
二
人
�
宮
内
�
長
井

町
�
各
一
人
�
上
長
井
�
高
畠
�
添
川
�

豊
川
�
津
川
�
村
�
�
一
人
�
�
�
県

全
体
�
�
三
十
九
名
�
数
�
�
�
�
複

数
�
誕
生
�
�
�
�
�
二
市
三
町�
�
県

史
�
要
覧
編
��
�
�
�
�
�
荒
砥
町
�

場
合
�
快
挙
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

良
妻
賢
母
�
女
�
女
�
�
�
�
至
上

�
�
�
�
�
�
女
性
�
�
�
明
治
�
�

�
自
由
民
権
�
高
�
�
�
中
��
区
町
村

法
�
�
女
性
�
政
治
参
加
�
�
区
町
村

独
自
�
制
定
権
�
認
�
�
�
�
�
�
�

間
�
�
�
後
退
�
�
政
治
結
社
�
�
加

入
�
�
�
�
�
�
政
談
会
�
�
出
席
�

�
禁
�
�
�
�
�
�
先
覚
者
�
�
�
立

�
上
�
�
�
長
期
�
闘
�
�
始
�
�
�

実
現
�
�
半
世
紀
�
年
月
�
要
�
�
�

�
�
�
�
�

�

昭
和
二
十
年
八
月
�
女
性
�
参
政
権

�
求
�
�
声
�
中
�十
月
�
�
�
�
連
合

国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
�
�
��
参
政

権
附
与
�
�
�
女
性
�
解
放
��
�
政
府

�
指
示
�
局
面
�
急
展
開
�
見
�
�
�

�
�
�
�
�
従
�
�
女
性
�
参
政
権
獲

得
�
�
先
覚
者
�
�
�
闘
�
�
戦
争
�

犠
牲
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
言
�
�
�

�

写
真
�
見
�
�
�
新
議
員
�
�
�
壮

年
者
�
顔
�
�
�
�
�
�
�
�
古
�
�

�
�
封
建
主
義
�
�
捨
�
�
新
�
�
�
�

�
民
主
主
義
��
邁
進
�
�
�
�
�
�
時

代
�
要
請
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
白
鷹
町
�
�
�
�
�
�
�
女
性
議
員
�

�

菅
間
�
�
氏
�
昭
50
�
54
��

�

関
千
鶴
子
氏�
平
16
当
選
�
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12
月
に
な
っ
て

　

早
く
も
12
月
に
入
り
ま
し
た
。

西
山
に
は
少
し
雪
が
積
も
り
、

い
よ
い
よ
冬
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
荒
高
で
は
期
末
テ
ス
ト

も
終
え
、
２
年
生
は
修
学
旅
行
、

３
年
生
は
就
職
・
進
学
の
内
定
・

合
格
が
決
ま
り
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
先
月
11

月
に
新
生
徒
会
の
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
選
挙
で
は
生
徒
会

長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部
・

各
委
員
長
の
立
会
演
説
が
あ
り
、

全
校
生
徒
の
前
で
意
気
の
こ
も

っ
た
演
説
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

投
票
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

の
指
揮
の
下
、
教
室
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
執
行
部
・
各
委
員

長
の
立
候
補
者
は
皆
一
人
ず
つ

だ
っ
た
の
で
、
信
任
投
票
方
式

で
の
投
票
で
し
た
。
集
め
ら
れ

た
投
票
用
紙
は
選
挙
管
理
委
員

会
が
回
収
・
集
計
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
執
行
部
・
各
委
員
長

と
も
全
員
信
任
さ
れ
、
こ
こ
に

新
執
行
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。

結
果
を
見
た
と
き
、
わ
た
し
は

「
い
よ
い
よ
世
代
交
代
か
。
も

う
１
年
経
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
な
」

と
昨
年
の
今
ご
ろ
を
思
い
出
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
就
職
・
進
路
が
決

ま
れ
ば
あ
と
は
卒
業
を
待
つ
ば

か
り
で
す
。
高
校
生
活
も
残
り

３
カ
月
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し

た
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に

進
む
の
だ
と
思
う
と
寂
し
く
な

り
ま
す
。
卒
業
ま
で
い
い
思
い

出
を
つ
く
り
、
残
り
の
高
校
生

活
を
満
喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
生
徒
会
も
決
ま
り
、
２
年

生
へ
の
引
き
継
ぐ
の
も
あ
と
少

し
で
す
。
３
年
生
が
安
心
し
て

卒
業
で
き
る
よ
う
に
、
２
年
生

は
３
年
生
に
な
る
と
い
う
自
覚
、

１
年
生
は
２
年
生
に
な
る
と
い

う
自
覚
を
持
っ
て
が
ん
ば
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
新
生
徒
会
役
員
に

決
ま
っ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
生
徒
会
広
報
委
員
長　

金
田
雄
太
）

く
ら
し
の
せ
ん
き
�
講
座

今
月
�
�
�
�

�
選
挙
運
動
�

明るい選挙の

イメージキャラクター

「選挙のめいすいくん」

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
�

白
鷹
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

事
務
局
�
☎
85

－

６
１
２
０
�

　　 髪の毛のお休み

ひが
しね
保育
園

つぶ
やき

つぶ
やき せんせい「どうして今日髪結っ

　　　　てるの？」

Ａ子「髪の毛休ませっかどって」

親指を指して

せんせい「このゆびなんのゆび？」

Ｂ子「お父さんゆび」

Ｃ子「親ゆび」

せんせい「このゆびなんのゆび？」

Ｂ子「赤ちゃんゆび」

Ｃ子「こやゆび」

この指なんの指？

　

選
挙
運
動
は
、
候
補
者
の
人
物
や

政
見
（
政
治
家
が
政
治
に
対
し
て
持

っ
て
い
る
意
見
）、政
党
の
政
策
な
ど

を
知
り
、
投
票
す
る
判
断
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
選
挙
運

動
に
無
制
限
な
自
由
を
認
め
る
と
、

そ
の
選
挙
が
候
補
者
の
財
力
な
ど
に

よ
っ
て
歪
め
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
選
挙
の
公
正
を
確
保

す
る
た
め
に
、
選
挙
運
動
に
は
一
定

の
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
選
挙
運
動
の
期
間

　

選
挙
運
動
は
、
立
候
補
届
出
が
受

理
さ
れ
た
時
か
ら
、
投
票
日
前
日
の

午
後
12
時
ま
で
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
こ
の
期
間
中
で
も
、
選
挙
カ

ー
な
ど
で
の
連
呼
行
為
や
街
頭
演
説

は
午
前
８
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の

間
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
に
掲

示
さ
れ
て
い
る
選
挙
ポ
ス
タ
ー
は
投

票
日
当
日
も
貼
っ
て
お
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。）

　

し
た
が
っ
て
、
立
候
補
届
出
が
受

理
さ
れ
る
前
の
選
挙
運
動
は
事
前
運

動
と
い
わ
れ
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
立
候
補
届
出
前
で
も
で
き
る

行
為
、
で
き
な
い
行
為
を
大
き
く
分

け
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

立
候
補
届
出
前
で
も
で
き
る
行
為

�
政
党
�
公
認
�
求
�
�
行
為

�
立
候
補
�
瀬
踏
行
為
�
立
候
補
�

意
思
�
決
定
�
�
資
料
�
�
�
�
自

分
�
対
�
�
選
挙
人
�
支
持
状
況
�

�
�
�
�
�
調
査
�
�
行
為
�

�
選
挙
事
務
所
等
�
借
入
�
内
交
渉

�
選
挙
運
動
用
立
札
�
看
板
�
�
�

�
�
等
�
制
作

立
候
補
届
出
前
に
で
き
な
い
行
為

�
投
票
�
依
頼
�
�
行
為
�
投
票
�

依
頼
�
認
�
�
�
�
行
為
�
含
�
�

�
�

◆
選
挙
運
動
の
方
法

　

選
挙
運
動
の
方
法
は
、
大
別
す
る

と
、
演
説
そ
の
他
の
言
論
に
よ
る
選

挙
運
動
と
、
印
刷
物
そ
の
他
の
文
書

図
画
に
よ
る
選
挙
運
動
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
言
論
に
よ
る
選
挙
運
動
は
、

特
定
の
も
の
を
禁
止
す
る
ほ
か
は
自

由
で
あ
る
の
に
対
し
、
文
書
図
画
に

よ
る
選
挙
運
動
は
お
金
の
か
か
る
選

挙
の
原
因
と
な
り
や
す
い
こ
と
か
ら

特
に
詳
細
な
規
制
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
選
挙
運
動
の
方
法
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。
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町
で
は
、
12
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
今

年
も
ス
ム
ー
ズ
に
除
雪
を
行
う
た

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
障
害
物
�
除
去
�
目
印
�

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど
（
高

さ
４
㍍
以
下
の
も
の
）
が
出
て
い

る
と
除
雪
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
早
め
に
切
る
か
取
り
除
い

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
道
路
の
路
肩
や
側
溝
の
上

に
置
い
て
あ
る
は
せ
木
や
肥
料
・

石
な
ど
も
、
除
雪
の
妨
げ
に
な
っ

た
り
除
雪
車
で
壊
す
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
早
め
に
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
付
近
の
民
有
地
に

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な

ど
も
除
雪
車
で
壊
す
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、除
雪
前
に
目
印（
長

さ
３
㍍
以
上
の
棒
の
先
に
赤
い
布

な
ど
を
つ
け
る
）
を
立
て
て
く
だ

さ
い
。

�
道
路
�
雪
�
出
�
�
�
�

　

道
路
に
雪
を
出
す
と
交
通
の
妨

げ
に
な
り
、
交
通
事
故
の
原
因
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
屋
根
か

ら
道
路
に
雪
が
落
ち
る
場
合
は
、

危
険
で
す
か
ら
、
な
で
止
め
な
ど

で
防
止
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
屋
根
か
ら
落
と
し
た
雪

は
道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
側
溝
�
雪
�
捨
�
�
�
�

　

除
雪
し
た
雪
を
側
溝
に
捨
て
て

も
水
温
が
低
い
た
め
、
雪
は
な
か

な
か
溶
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

捨
て
た
雪
が
側
溝
を
せ
き
止
め
、

あ
ふ
れ
た
水
が
道
路
に
流
れ
た
り
、

さ
ら
に
は
住
宅
の
床
上
ま
で
浸
水

し
た
例
が
あ
り
ま
す
。
側
溝
へ
の

雪
捨
て
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
流
雪
溝
と
し
て
整
備
し

た
側
溝
が
あ
る
場
合
は
、
ち
ょ
っ

と
除
雪
範
囲
を
広
げ
て
、
道
路
に

除
雪
車
が
残
し
た
雪
も
捨
て
て
く

だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

�
道
路
�
�
駐
車
�
�
�
�

　

道
路
に
駐
車
す
る
と
、
除

雪
作
業
の
支
障
に
な
る
ば
か

り
か
、
交
通
事
故
の
原
因
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
特
に

夜
間
は
絶
対
に
道
路
に
駐
車

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
除
雪
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は

建
設
水
道
課
土
木
技
術
係

（
☎
85

－

６
１
４
２
）へ

 
除
雪
�
�
協
力
�
�
�
�

快適な冬を

過ごすために
�
積
雪
�
�
�
�
�
�
�
検
針
�

�

休
�
�
�

　

１
月
か
ら
４
月
ま
で
は
、
12
月

検
針
（
11
月
の
使
用
水
量
）
の
水

量
で
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
５

月
の
検
針
で
清
算
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
た
だ
し
、
冬
季
間
の
水

量
が
11
月
の
使
用
料
と
大
幅
に
異

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

建
設
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
水
道
�
冬
季
間
�
管
理
�
�
�
�

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
防
寒
の
不
完
全
な
水
道

管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
し

ま
す
。
毎
年
、
こ
の
凍
結
事
故
が

後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
凍
結
に
よ
り

水
道
管
が
破
裂
し
ま
す
と
、
修
理

代
は
も
ち
ろ
ん
、
水
道
料
金
も
高

く
つ
き
ま
す
の
で
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
管
の
凍
結
防
止
す
る
に
は
、

寝
る
前
に
「
不
凍
止
水
栓
」
を
完

全
に
閉
め
き
り
、
蛇
口
を
開
き
水

抜
き
し
ま
し
ょ
う
。
半
閉
め
の
状

態
だ
と
水
が
漏
れ
続
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
完
全
に
閉
め
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
朝
使
用
す
る
場

合
は
完
全
に
開
け
て
く
だ
さ
い
。

（
半
閉
め
半
開
き
で
漏
水
す
る
ケ

ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
要

 

水
道
事
業
�
�
�
�
知
�
�

注
意
。）

�
冬
季
間
使
用
�
�
�
施
設
�
閉

�

栓
手
続
�
�
�
�
�
�
�

　

冬
季
間
は
、
メ
ー
タ
ー
検
針
を

休
み
ま
す
の
で
、
漏
水
の
発
見
、

通
知
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
ま
せ
ん
。

漏
水
事
故
の
発
見
が
遅
れ
多
額
な

水
道
料
金
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
冬
季
間
使
用
し
な

い
施
設
は
閉
栓
手
続
き
を
し
ま
し

ょ
う
。
閉
栓
、
開
栓
手
数
料
は
そ

れ
ぞ
れ
１
０
０
０
円
（
計
２
０
０

０
円
）
必
要
で
す
が
、
閉
栓
中
は

基
本
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

�
水
道
管
�
破
裂
�
�
�

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
、
と
り
あ
え
ず
水
を
止

め
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
給
水
指

定
工
事
業
者
に
連
絡
し
て
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

修
理
代
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

�
簡
単
�
漏
水
�
発
見
方
法

　

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
か

ら
、
メ
ー
タ
ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。

銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
か
１

リ
ッ
ト
ル
針
が
動
い
て
い
た
ら
ど

こ
か
で
漏
水
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
水

道
業
務
係
（
☎
85

－

６
１
３
７
）
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▼
い
つ　

12
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
演

▼
ど
こ
で　

白
樫
の
木
の
家
（
鮎

貝
、
梅
津
一
郎
氏
宅
）

▼
出
演　

山
形
セ
ン
ト
キ
ャ
サ
リ

ン
教
会
聖
歌
隊

▼
曲
目　

き
よ
し
こ
の
夜
、
星
に

願
い
を
ほ
か

▼
入
場
料　

１
２
０
０
円
（
当
日

お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

▼
定
員　

30
人
（
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

梅
津

（
☎
85

－

４
４
５
０
）

平
成
16
年
度
地
域
�
�
�

�
�
�
�
連
携
広
域
学
習
事
業

�
�
�
�
講
座
�

　

社
会
人
一
般
を
対
象
に
実
際
の

事
例
・
体
験
を
提
供
し
、
一
緒
に

考
え
、
一
緒
に
実
践
す
る
講
座
を

通
じ
て
「
地
域
づ
く
り
の
課
題
解

決
法
」
を
体
得
で
き
る
「
ま
な
び
」

の
実
践
講
座
で
す
。

▼
い
つ　

１
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

ぬ
く
も
り
の
郷
あ
や

っ
か
（
長
井
市
）

▼
内
容　

「
地
域
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
へ
の
道
」

「
経
営
マ
イ
ン
ド
の
必
要
性
」

▼
募
集
人
数　

15
人

▼
受
講
料　

５
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

地
域
づ

く
り
協
働
Ｗ
Ｓ
実
行
委
員
会
（
長

岡
法
律
事
務
所
内
・
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

１
１
６
６
）

山
形
交
響
楽
団
文
翔
館
�
�
�

�
�

�
山
形
�
演
奏
家
�
�
�
�
�
�

　

山
形
出
身
の
演
奏
家
と
山
形
交

響
楽
団
の
共
演
で
お
届
け
す
る
コ

催　し

「隠し剣 鬼の爪」
上映会のご案内

▼い　つ　12月26日（日）
　　　　　・午前の部　10時～
　　　　　・午後の部　２時～
▼どこで　パワーセンター白鷹
▼料　金　一般1400円、高校・大学生1000円
　　　　　小・中学生・幼児800円
　　　　　＊前売券1000円（一般）
▼前売券取扱　
　パワーセンター白鷹、おかざき、ヤマシチ
▼主催　白鷹活動写真倶楽部
■問い合わせ　
　白鷹活動写真倶楽部・加藤（☎85－1016）

「たそがれ清兵衛」に
続く庄内ロケ作品の
第２弾。

ン
サ
ー
ト
。
今
回
は
、
武
田
直
之

さ
ん
（
バ
リ
ト
ン
）
と
村
川
千
尋

さ
ん
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
を
お
迎
え

し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

１
月
28
日
（
金
）

午
後
６
時
開
場
、
６
時
30
分
開
演

▼
ど
こ
で　

文
翔
館
議
場
ホ
ー
ル

（
山
形
市
）

▼
曲
目　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
・「
魔

王
」、
ビ
ゼ
ー
・
交
響
組
曲「
ロ
ー

マ
」
ほ
か

▼
入
場
料　

・
一
般
２
０
０
０
円

（
当
日
２
５
０
０
円
）

・
高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

（
当
日
１
２
０
０
円
）

＊
全
席
自
由

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

文
翔
館
ほ
か

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中

■
問
い
合
わ
せ　

文
翔
館
（
☎
０

２
３

－

６
３
５

－

５
５
０
０
）

伝
国
�
杜
新
春
寄
席

三
遊
亭
楽
太
郎
独
演
会

　

日
本
テ
レ
ビ
「
笑
点
」
で
お
な

じ
み
の
楽
太
郎
師
匠
の
独
演
会

▼
い
つ　

１
月
29
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
開
場
、
２
時
開
演

▼
ど
こ
で　

伝
国
の
杜
置
賜
文
化

ホ
ー
ル
（
米
沢
市
）

▼
入
場
料

・
一
般
２
５
０
０
円

・
学
生
１
０
０
０
円

＊
全
席
指
定

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

伝
国
の
杜
、

米
沢
サ
テ
ィ
、
大
沼
米
沢
店
で
発

売
中

■
問
い
合
わ
せ　

伝
国
の
杜
置
賜

文
化
ホ
ー
ル
（
☎
０
２
３
８

－

26

－

２
６
６
６
）

�
�
�
�
国
際
協
力
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

山
形
�
世
界
�

　

２
０
０
４
年
は
国
連
が
定
め
た

「
国
際
コ
メ
年
」
で
す
。

　

い
つ
も
食
べ
て
い
る
身
近
な
コ

メ
。
そ
ん
な
お
コ
メ
が
、
実
は
世

界
の
貧
困
や
栄
養
不
足
の
解
消
な

ど
、
多
様
な
国
際
貢
献
の
舞
台
で

活
躍
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。

　

世
界
の
中
の
コ
メ
、
国
際
貢
献

に
お
け
る
コ
メ
の
役
割
や
そ
れ
が

地
域
に
も
た
ら
す
効
果
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
一
緒
に
国
際
交
流
、
国
際
協

力
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

12
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

▼
ど
こ
で　

山
形
県
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
（
山
形
市
・
霞
城
セ
ン
ト

ラ
ル
２
階
）

▼
対
象　

国
際
協
力
に
関
心
の
あ

る
か
た
60
人
程
度
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おしらせ

児
童
生
徒
就
学
援
助
�
�
�
�

�
�
知
�
�

　

白
鷹
町
で
は
、
小
・
中
学
校
に

在
学
（
就
学
）
す
る
お
子
さ
ん
の

学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
就
学
費

用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児

童
生
徒
（
提
出
書
類
を
審
査
し
て

決
定
と
な
り
ま
す
。
申
請
す
る
と

す
べ
て
該
当
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）

▼
内
容　

学
用
品
費
、
給
食
費
ほ

か▼
提
出
書
類
及
び
提
出
先　

住
所

の
あ
る
小
・
中
学
校（
給
与
等
の
所

得
の
ほ
か
、
児
童
手
当
、
児
童
扶

養
手
当
、
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
か
た
は
金
額
が
わ
か
る
書
類
の

コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
）

募　集

第
�
級
�
�
�
�
�
無
線
技
士

養
成
課
程
講
習
会
受
講
生
募
集

　

講
習
の
受
講
時
間
が
大
幅
に
短

縮
さ
れ
、
土
曜
、
日
曜
の
２
回
だ

け
の
受
講
で
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の

資
格
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

▼
い
つ　

２
月
５
日（
土
）、
６
日

（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分（
６
日
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館

▼
定
員　

30
人

▼
受
講
料　

２
万
２
６
５
０
円

▼定員　各コース20人
▼テキスト代　実費（テキスト代は各コース1500円前後）
▼会場 白鷹町総合情報センター（パワーセンター白鷹隣）
■申込・問い合わせ　白鷹町総合情報センター（☎86－0151）
※おかけ間違いのないようにお願いします。
※途中で退席された場合でも受講料、テキスト代は返金できませんのでご了承ください。

パソコン講習会受講生大募集！
１月のパソコン講習会

期　日 時　間 予定の講習会 内　　　容 受講料

1月7日（金） 午前10時～午後5時 パソコン入門
電源の入れかたから文字入力、インターネット、電子
メールまでを勉強します。

4,000円

1月8日（土） 午前10時～午後5時 ワード入門
文書作成の基本を勉強します。案内文をパソコンで作
ってみましょう。

4,000円

1月15日（土） 午前10時～午後5時 ワード応用
文字だけではなく、表や、イラストなどを取り入れた
文書を作ってみましょう。

5,000円

1月20日（木）
　 21日（金）

午後1時～ 5時 エクセル
表計算の基本と表の作成などを中心に仕事に役立つ勉
強をしてみましょう。

5,000円

▼
提
出
期
限　

　
　
　
　

２
月
４
日
（
金
）
厳
守

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
学

校
教
育
係
（
☎
85

－

６
１
４
４
）

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
指
名

競
争
入
札
参
加
登
録
申
請
�
受

付
�
�
�
�

　

平
成
17
、
18
年
度
に
行
う
①
建

設
工
事
、
②
設
計
測
量
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
③
物
品
納
入
及
び
役
務

提
供
の
指
名
競
争
入
札
参
加
の
登

録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

２
月
１
日
（
火
）

〜
28
日（
月
）（
郵
送
可
、
当
日
消

印
有
効
）

＊
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
の
詳

細
は
、
12
月
15
日
号
の
「
広
域
広

報
お
き
た
ま
」
ま
た
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.okik

ou.or.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９

９
２

－

０
０
１
２
米
沢
市
金
池
３

丁
目
１

－

55　

置
賜
広
域
行
政
事

務
組
合
総
務
課
庶
務
係
（
☎
０
２

３
８

－

23

－

３
２
４
６
）

年
金
相
談
時
間
延
長
��

知
�
�

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
12
月

か
ら
３
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
直
後

の
開
庁
日
）、受
付
時
間
を
夜
７
時

▼
参
加
費　

無
料

▼
内
容　

・
講
演
「
世
界
の
コ
メ
事
情
」

　

講
師　

国
際
協
力
機
構
ア
ド
バ

イ
ザ
ー　

西
牧
隆
壯
さ
ん

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▼
申
込
方
法　

電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
定
員
に
な
り
次
第
し
め
き
り
ま

す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

国
際
交
流
協
会
（
☎
０
２
３

－

６

４
７

－

２
５
６
０
、
Ｅ
メ
ー
ル

：

airy@
jan.ne.jp

）

（
教
科
書
、
問
題
集
、
免
許
申
請

料
を
含
む
）

▼
申
込
期
限　

１
月
29
日
（
土
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

サ
ウ
ン

ド
プ
ラ
ザ
フ
タ
バ
（
☎
84

－

５
１

１
１
）
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白
鷹
町
�
�
�
�
�
�
大
会　
　

11
月
14
日（
日
）鮎
貝
小
体
育
館

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

Ａ
ク
ラ
ス

１
位　

小
形　

欽
也（
白
鷹
ス
ク
ー
ル
）

　
　
　

小
形　

新
也

２
位　

荒
木　

健
一（
シ
ャ
ト
ル
）

　
　
　

鈴
木　

敏
広

３
位　

佐
藤　

孝
志（
玉
ち
ゃ
ん
ズ
）

　
　
　

高
野　
　

朋

３
位　

大
沼　
　

昇（
玉
ち
ゃ
ん
ズ
）

　
　
　

梅
津　

知
巳

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

Ｂ
ク
ラ
ス

１
位　

樋
口　
　

鷹（
長
井
工
）

　
　
　

孫
田　

芳
弘

２
位　

佐
藤　

正
則（
シ
ャ
ト
ル
）

　
　
　

加
藤　

雅
人

３
位　

山
口　

弘
矩（
長
井
工
）

　
　
　

高
橋　

拓
也

３
位　

田
中　

恵
治（
白
鷹
ス
ク
ー
ル
）

　
　
　

小
形　

一
雄

女
子
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

高
橋　

美
希（
長
井
工
）

　
　
　

小
関　

千
鶴

２
位　

大
嶋　

直
美（
長
井
工
）

　
　
　

鈴
木
千
恵
美

３
位　

小
形
登
美
子（
白
鷹
ス
ク
ー
ル
）

　
　
　

小
形
久
美
子

３
位　

奥
山　

千
佳（
荒
砥
高
）

　
　
　

平
田　

美
穂

混
合
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

鈴
木　

敏
広（
シ
ャ
ト
ル
）

　
　
　

小
形
登
美
子（
白
鷹
ス
ク
ー
ル
）

２
位　

小
形　

欽
也（
白
鷹
ス
ク
ー
ル
）

　
　
　

小
形
久
美
子

３
位　

樋
口　
　

鷹（
長
井
工
）

　
　
　

大
嶋　

直
美

３
位　

長
谷
部
紘
和（
長
井
工
）

　
　
　

高
橋　

美
希

少
年
少
女
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

平　
　

彩
花（
荒
砥
小
）

　
　
　

荒
川　

穂
夏

２
位　

舩
山　

里
穂（
東
根
小
）

　
　
　

長
谷
川
和
音（
荒
砥
小
）

３
位　

荒
木　
　

凌（
鮎
貝
小
）

　
　
　

熊
谷　

成
也（
長
井
小
）

３
位　

塚
本　

雄
大（
荒
砥
小
）

　
　
　

加
藤　
　

拓（
長
井
小
）

大
会
�
結
果

ま
で
延
長
し
て
年
金
相
談
を
行
い

ま
す
。

　

日
中
に
時
間
が
と
れ
な
く
て
相

談
で
き
な
か
っ
た
か
た
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日　

12
月
〜
３
月
ま
で
の

毎
週
月
曜
日
（
１
月
31
日
及
び
２

月
28
日
は
シ
ス
テ
ム
の
都
合
に
よ

り
通
常
ど
お
り
午
後
５
時
ま
で
）

▼
相
談
受
付
時
間　

夜
７
時
ま
で

▼
実
施
場
所　

県
内
す
べ
て
の
社

会
保
険
事
務
所

＊
な
お
、
来
庁
さ
れ
る
と
き
は
年

金
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
年

金
手
帳
を
持
参
で
き
な
い
場
合
は
、

免
許
証
な
ど
の
身
分
を
証
明
で
き

る
も
の
）

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
社
会
保
険

事
務
所
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

４

２
２
０
）

�
�
�
�
奨
学
�
�
�

　

人
材
育
成
と
県
内
就
職
促
進
の

た
め
の
教
育
ロ
ー
ン
で
す
。
就
学

後
に
県
内
に
就
職
し
た
場
合
は
、

山
形
県
勤
労
者
育
成
教
育
基
金
協

会
か
ら
年
１
・
５
％
の
利
子
補
給

（
３
０
０
万
円
ま
で
）
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
実
質
金
利
は
１
・
５
〜

１
・
７
％
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象　

高
校
、
短
大
、
大
学
、

各
種
専
門
学
校
に
入
学
ま
た
は
在

学
す
る
か
た
の
保
護
者
（
ど
ち
ら

か
が
、
企
業
や
商
店
な
ど
に
お
勤

め
の
か
た
）

▼
融
資
限
度
額　

就
学
者
１
人
５

０
０
万
円
、
２
人
以
上
最
高
１
０

０
０
万
円

▼
利
率　

年
利
３
・
０
〜
３
・
２

％
（
保
証
料
込
・
固
定
金
利
）

▼
融
資
期
間　

15
年
以
内
（
就
学

期
間
は
返
済
の
据
え
置
き
が
で
き

ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫

長
井
支
店
（
☎
84

－

１
１
０
０
）

個
別
労
働
関
係
紛
争
�

�
�
�
�
制
度

　

山
形
県
地
方
労
働
委
員
会
は
、

一
人
ひ
と
り
の
労
働
者
と
事
業
主

と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る

お
手
伝
い
（
あ
っ
せ
ん
）
を
し
ま

す
。

　

「
あ
っ
せ
ん
」
と
は
当
事
者
双

方
の
言
い
分
を
聞
き
な
が
ら
合
意

点
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、
話
し
合

い
で
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
制

度
で
す
。
無
料
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口　

各
総
合
支
庁
労
働

相
談
窓
口
ま
た
は
県
地
方
労
働
委

員
会
事
務
局

■
問
い
合
わ
せ　

県
地
方
労
働
委

員
会
事
務
局
（
☎
０
２
３

－

６
３

０

－

２
７
９
３
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
派
遣

制
度
�
�
存
知
�
�
�
�

　

山
形
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

で
は
、
在
宅
の
身
体
障
害
者
の
か

た
の
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
派
遣
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
利

用
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

派
遣
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
利

用
登
録
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
聴
覚
障
害
者
の
か
た
へ

は
、
手
話
奉
仕
員
・
要
約
筆
記
奉

仕
員
も
併
せ
て
派
遣
し
て
い
ま
す
。

交
通
費
な
ど
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

土
・
日
曜
・
祝
日
、
夜
の
利
用
も

可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
（
☎
０
２
３

－

６

８
６

－

３
６
９
０
）

12
月
�
年
金
相
談
日

▼
い
つ　

12
月
15
日
（
水
）

▼
受
付
時
間　

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

　

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
２
階
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消費税の届出と申告の準備はお済ですか？
平成17年１月１日より帳簿記帳や請求書・領収証などの保存が必要になります。
消費税法改正にかかる留意点
１．改正消費税法の施行
　平成16年４月１日以降開始事業年度から（総額表示を含む）
２．免税点（課税最低限）制度の見直し
　これまでの年間の課税売上高3000万円から1000万円に引き下げ
　個人事業者であれば、平成15年分の課税売上高が1000万円を超えている人は、平成17年１月１日から消費税の課税事業
　者となります。
３．個人事業者が初めて消費税の申告と納付が必要な時期は、平成18年（2006年）の確定申告期である平成18年３月31日で
　　すが、帳簿記載や請求書・領収証などの保存が必要なのは平成17年（2005年）１月１日からの取引のすべてに関してです。
４．申告の方法は、本則課税方式と簡易課税方式があります。
　「簡易課税方式」を選択する際は、「届出書」を税務署に提出してください。
　この制度は、仕入額を業種別に一定の割合で見積もり消費税を計算する方式で、現在、個人事業者の約60％、法人の45％
　が選択しています。
　ただし、この制度を選択すると２年間は変更できないため、設備投資などを考えている場合は注意が必要です。
　届出書を提出しない場合は、本則課税方式となります。
　なお、平成15年分の課税売上高が5000万円を超える事業者は、平成17年分についてはすべて「本則課税方式」となります。
５．税額計算の例
　①本則課税方式：売上高2000万円　　仕入費用等1500万円
　　イ．帳簿を記載し、証票類を保存している場合

　　　　（2000万円×５％）－（1500万円×５％）＝25万円

　　ロ．帳簿を記載せず、記載内容が不備で証票類の保存も不備である場合

　　　　（2000万円×５％）－（　？　　×５％）＝100万円

　②簡易課税方式：売上高2000万円

　　（2000万円×５％）－（2000万円×【業種ごとに定められた率】×５％）

　　第一種事業（卸売業）90％、第二種事業（小売業）80％、第三種事業（製造・建築業）70％

　　第四種事業（飲食・金融等）60％、第五種事業（サービス業等）50％

■問い合わせ　長井税務署（☎84－1810）
＊消費税については、広報しらたか11月12日号でもお知らせしています。

佳
作　

さ
よ
な
ら
の
数
人
生
に
あ
る
ド
ラ
マ　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

別
々
の
趣
味
も
楽
し
く
老
い
る
夢　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

両
の
手
を
握
り
別
れ
の
老
い
同
士　
　
　
　

十　

王　

菅
間　

ま
し

　

〃　

娘こ

の
門
出　

涙
で
祝
う
男
親　
　
　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

別
人
と
見
せ
な
い
詐
欺
の
名
演
技　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

振
り
出
し
は
同
じ
苦
楽
の
別
れ
道　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

単
身
赴
任　

別
居
夫
婦
の
離
婚
劇　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

特
別
ヨ
ほ
ろ
り
来
る
よ
な
い
い
お
世
辞　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

別
人
か
と
振
り
向
か
せ
て
る
整
形
美　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

別べ
っ
ぴ
ん嬪

も
い
つ
し
か
老
い
て
車
椅
子　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

別
人
の
よ
う
に
羽
化
し
て
夜
の
蝶　
　
　
　

長
野
県　

坂
本　

静
子

　

〃　

戦
友
会
軍
歌
合
唱
し
て
別
れ　
　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

秀
逸　

親
と
子
の
別
れ
繰
り
返
し
て
こ
の
世　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

特
別
な
生
き
方
要
ら
ぬ
自
然
流　
　
　
　
　

埼
玉
県　

川
部　

隆
雄

　

〃　

住
み
慣
れ
た
村
を
涙
で
捨
て
る
老
い　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

別
口
の
へ
そ
く
り
が
あ
る
ら
し
い
笑
み　
　

杉
並
区　

太
田　

絹
子

　

〃　

賑
や
か
に
ホ
ー
ム
で
別
れ
る
の
も
若
さ　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

羊よ
う
か
ん羹
の
厚
み
が
客
を
差
別
す
る　
　
　
　
　

広　

野　

竹
田　

義
子

　

〃　

特
別
な
仲
で
も
な
い
に
立
つ
噂　
　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

別
々
の
道
を
辿た
ど

っ
て
ゆ
く
枯
れ
野　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

　

〃　

別
世
界
夢
に
見
て
ま
す
の
ん
び
り
屋　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

嫁
さ
ん
が
来
ま
し
た
別
居
さ
れ
ま
し
た　
　

荒
砥
乙　

井
澤
芙
佐
子

五
客　

夫
婦
別
姓
止
ま
り
木
の
な
い
二
人
で
す　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

出
稼
ぎ
の
駅
の
別
れ
も
風
化
す
る　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

い
い
別
れ
握
手
し
た
手
が
呼
吸
す
る　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

　

〃　

ど
の
子
に
も
差
別
は
し
な
い
母
の
愛　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

別
世
帯　

ス
ー
プ
の
冷
め
ぬ
所
に
嫁　
　
　

小
山
沢　

吉
田　

ち
よ

人
位　

本
心
は
別
の
所
に
あ
る
揉も

み
手　
　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

地
位　

別
れ
際　

父
が
ぽ
つ
り
と
風
邪
ひ
く
な　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

天
位　

別
れ
住
む
子
に
ラ
フ
ラ
ン
ス
柿
り
ん
ご　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

軸　

愛
別
離
苦
い
く
つ
重
ね
て
弥み

だ陀
の
掌て

に　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
笑

次
回
課
題　

「
手
」
十
二
月
末
日
ま
で　

「
深
い
」
一
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

別　
　
　
　

安
部　

美
笑　

選
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12
月
に
入
り
、
本
年
も
も
う
す
ぐ

年
の
瀬
を
迎
え
る
。
役
場
か
ら
見
る

白
鷹
山
も
西
山
も
、
そ
の
景
色
は
お

だ
や
か
で
あ
る
が
、
本
年
は
日
本
各

地
で
大
き
な
災
害
が
あ
っ
た
。
集
中

豪
雨
、
大
規
模
な
地
震
に
よ
り
尊
い

人
命
が
奪
わ
れ
、
大
地
に
大
き
な
つ

め
跡
を
残
し
た
。

　

自
然
界
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
の

か
、
日
本
で
発
生
す
る
こ
の
強
烈
す

ぎ
る
自
然
の
変
化
の
前
に
、
人
間
の

行
動
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
よ
う
な

敗
北
感
さ
え
感
じ
る
。
こ
れ
ら
を
寄

せ
つ
け
な
い
た
め
の
方
策
、
人
間
の

知
恵
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
な
い

も
の
ね
だ
り
で
天
に
祈
り
た
く
な
る
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
人
の
関
わ
る
部

分
は
人
間
の
知
恵
と
行
動
で
対
処
し
、

前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

最
近
、
人
の
知
恵
の
す
ば
ら
し
さ

に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。「
コ
ラ
ー

ゲ
ン
」
が
今
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。「
コ
ラ
ー
ゲ
ン
」

は
皮
膚
や
軟
骨
を
構
成
す
る
タ
ン
パ

ク
質
で
、
医
療
分
野
や
化
粧
品
、
食

品
な
ど
に
広
く
応
用
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
こ
の「
コ
ラ
ー
ゲ
ン
」に
関
し
、

広
島
大
学
副
学
長　

吉
里
教
授
の
研

究
グ
ル
ー
プ
が
世
界
で
初
め
て「
蚕
」

を
使
っ
て「
人
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン（
タ
ン

パ
ク
質
）」を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功

し
た
旨
の
新
聞
報
道
が
あ
り
、
ま
た
、

Ｔ
氏
を
通
し
て
そ
れ
に
関
す
る
情
報

を
知
っ
た
。
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術

に
よ
り
蚕
の
卵
に
人
の
遺
伝
子
を
注

入
し
、
絹
糸
と
一
緒
に
吐
き
出
さ
せ

た「
人
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
」を
繭
か
ら
効

率
的
に
分
離
す
る
こ
と
に
成
功
し
、

今
後
、
絹
タ
ン
パ
ク
質
に
含
ま
れ
る

コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
割
合
を
高
め
れ
ば
工

業
的
な
利
用
が
可
能
と
な
る
。
人
体

に
や
さ
し
い
の
が
大
き
な
利
点
と
の

こ
と
。
す
ご
い
こ
と
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
、
養
蚕
が
上
杉
時
代
か

ら
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
現

在
、県
下
一
の
農
家
数
を
誇
る
。ま
た
、

「
蚕
」
の
生
育
か
ら
絹
織
物
の
完
成

ま
で
本
町
内
で
一
貫
生
産
が
可
能
で

あ
り
、
養
蚕
の
技
術
は
高
く
、
全
国

で
も
ま
れ
な
地
域
と
自
負
し
て
い
る
。

し
か
し
、
国
際
間
競
争
の
中
で
生
産

量
は
少
な
く
、
先
行
き
は
厳
し
い
。

日
本
、
本
町
の
伝
統
産
業
で
あ
る
養

蚕
を
も
っ
と
活
性
化
で
き
な
い
か
。

こ
の
研
究
は
、
伝
統
産
業
で
も
あ
る

養
蚕
業
に
光
を
当
て
る
も
の
で
あ
る
。

　

失
礼
も
顧
み
ず
、
直
接
、
吉
里
教

授
に
電
話
を
入
れ
た
。
研
究
に
つ
い

て
の
期
待
、
養
蚕
の
活
性
化
を
図
り

た
い
こ
と
、
白
鷹
町
の
養
蚕
の
歴
史
、

研
究
へ
の
お
手
伝
い
の
有
無
等
に
つ

い
て
わ
た
し
の
気
持
ち
を
伝
え
た
。

教
授
も
危
機
に
あ
る
伝
統
産
業
で
あ

る
養
蚕
を
活
性
化
し
た
い
と
、
そ
の

志
は
高
か
っ
た
。
後
日
、
こ
の
研
究

で
共
同
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
広
島

県
産
業
科
学
技
術
研
究
所
の
事
務
局

長
さ
ん
か
ら
わ
た
し
あ
て
に
メ
ー
ル

が
入
っ
た
。
18
年
度
ま
で
こ
の
研
究

は
続
く
が
、
貴
町
と
情
報
交
換
を
し

て
い
き
た
い
旨
の
内
容
で
あ
る
。

　

地
方
は
地
方
と
し
て
発
展
可
能
な

望
ま
し
い
産
業
構
造
を
目
指
す
べ
き

で
あ
る
し
、
ま
た
、
産
学
民
官
連
携

で
の
取
り
組
み
推
進
は
今
の
常
識
で

あ
る
。
そ
し
て
、
広
島
と
山
形
と
の

時
間
距
離
は
国
際
化
時
代
の
今
、
遠

く
な
い
。
将
来
に
期
待
を
持
ち
、
情

報
交
換
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
。
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●11月1日 ▼11月30日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
荒砥甲　伊　藤　フ　サ　84
鮎　貝　齋　藤　眞　一　74
浅　立　梅　津　弘　子　47
荒砥乙　横　山　きくゑ　84
浅　立　菊　地　幹　夫　74
十　王　海老名　喜一郎　75
浅　立　小　形　佐武郎　94
萩　野　小　川　周　衞　79
十　王　松　野　み　よ　82
山　口　伊　藤　ゆ　き　81
深　山　樋　口　貞　策　81
山　口　中　川　ツル 　99
箕和田　樋　口　く　に　82
荒砥甲　飯　澤　宇三郎　82
荒砥甲　松　木　ふみゑ　86
黒　鴨　齋　藤　なつゑ　80
山　口　　菅　　宏　弌　64
山　口　飯　澤　早智子　70
荒砥乙　芳　賀　　　　　92
深　山　樋　口　吉　郎　85
浅　立　髙　橋　吉　弥　92
十　王　熊　坂　　清　　71
鮎　貝　髙　橋　とき子　78
鮎　貝　佐　藤　健　治　58

No.910
2004-12

-10

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。
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�
人
�
知
恵
�
伝
統
産
業
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

鮎　貝 横澤 正　義 大
ひろ

　鷹
たか

由美子

箕和田 丸川 一　博 鈴
すず

　花
か

亜　紀

浅　立 梅津 隼　人 絢
あや

　佳
か

　恵

鮎　貝 横山 和　浩 博
ひろ

　史
し

由紀子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（樋　口　和　貴　　深　山
軽　部　広　美　　鮎　貝

（矢羽木　　学　　　鮎　貝
佐　藤　明　美　　川西町

（鈴　木　真　盛　　荒砥乙
須　田　節　子　　平田町


